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㸯 ࡌࡣめ࡟ 

障害者職業総合センター職業センター（௨ୗ「センター」

という。）では、ᖹᡂ17ᖺᗘから▱的障害をకわない発達

障害者を対象とした࣡ークࢩス࣒ࢸ㺃サポートࣟࣉグ࣒ࣛ

（௨ୗ「:663」という。）の実᪋を通ࡌて、発達障害者に

対するྛ種支援ᢏ法の㛤発・ᨵ良に取り組んできた。 

㛤発したᢏ法のࡦとつである「ࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟ト

レーニング」は、ᖹᡂ25ᖺᗘに支援マニュアルとしてとり

まとめ、ᆅ域センターをጞめとする就ປ支援ᶵ㛵にᗈくᬑ

ཬしてきたとこࢁであるが、支援⌧場からは、ຊのᢤきල

合➼の㌟య感ぬがᣢ࡙ࡕらい発達障害者に対するࣜࣛク

ーࣟࣉ発達障害者に対する認▱面へのア、ࡸン法ࣙࢩーࢮ

をᢕᥱしࢬたᖜᗈいニーࡌ状態ീにᛂࡸಶ々の状況、➼ࢳ

ているとこࢁである。 

ᮏ発表ではࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニングのᨵ良に

あたって、中間報࿌として⌧状のニーࢬᢕᥱと今後の方ྥ

性について発表する。 

 

２ ࣡ークࢸࢫࢩ 㺃࣒サ࣏ーࣉࢺロ࣒ࣛࢢのᴫせ 

:663では、ཷㅮ者１人ࡦとりの特性、職業上の課題➼に

ついてヲ⣽なアセスメントを⾜い、アセスメント結果にᇶ

࡙いて、職場で適ᛂするためのス࢟ル付୚のための支援を

実᪋している。また、アセスメントは１ᗘで⤊わるのでは

なく、ス࢟ル付୚のための支援におけるあらࡺる場面を活

用し、⥅⥆的にアセスメントを⾜うことに㔜点を置いてい

る。ලయ的には、５㐌間の「࢘ォーミングアッࣉ㺃アセス

メントᮇ（௨ୗ㺀アセスメントᮇ㺁という。）」と㸶㐌間の

「職務適ᛂ実践支援ᮇ（௨ୗ㺀実践支援ᮇ㺁という。）」の

1�㐌間でス࢟ル付୚とアセスメントを⾜っている。 

アセスメントᮇでは、:663のཷㅮ者の障害特性と職業的

課題についてᢕᥱしている。実践支援ᮇでは、アセスメン

トᮇでᢕᥱしたཷㅮ者の特性と職業的課題に対する⮬ᕫ対

処ࡸ、事業୺にせㄳする㓄៖事㡯➼の検ドを⾜うため、就

業場面を想定したより実践的な支援を⾜っている。 

:663は、「就ປセミࢼー」「作業」「ಶู┦ㄯ」でᵓᡂ

を㛵㐃付けて実᪋している。「㛵㐃ࢀࡒࢀており、そࢀࡉ

付け」とは「就ປセミࢼー」でᚓた▱識ࡸス࢟ルを「作業

場面」でヨ⾜し、「ಶู┦ㄯ」でその結果をཷㅮ者と支援

者とで振り返り、振り返りの結果を㋃まえて、職業生活に

ᚲせなス࢟ル付୚をಶูに⾜い、෌ᗘ作業場面でヨ⾜する

ことをいう（図１）。 

 

図㸯 :663の㛵連付ࡅ 

 

３ ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽとࡣ 

ࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニングは、発達障害者が⮬

らのストレス・⑂ປの状態をᢕᥱし、ಶ々のストレス・⑂

ປ、Ẽ分➼の状態にᛂࡌたࣜࣛクࢮーࣙࢩン法を㑅ᢥして

実践することにより、職場におけるストレス対処ス࢟ルの

ྥ上を図るためのトレーニングである。:663では「就ປセ

ミࢼー」で実᪋している（表）。 

 

表 ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽのࣉࢵࢸࢫ 

 

 

発達障害者はストレス・⑂ປに対する⮬らのᚰ理的、感

情的状態のኚ化にẼ࡙きにくく、その㒔ᗘの対処ができな

いといった状況からストレス・⑂ປのᙳ㡪をཷけࡸすくな

るという特ᚩがある。 

職場では、対人㛵ಀࡸ業務➼の様々なストレッサーがᏑ

ᅾしているため、ストレス場面を予 して回㑊することは

㞴しく、▱らないうࡕに過㞟中による⑂ປࡸストレスを⵳

✚しているྍ⬟性がある。その௚にも「௚のことで㢌が

いっࡥいになって作業に㞟中できない」、「ᚰ㓄事にẼを

取らࢀて、目の๓の作業ができない」、「過ཤのฟ᮶事を

思いฟし、᎘なẼ分になる」といったၥ題も発生しࡸすい。 
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ࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニングでは、上記のような

課題に対して、①ストレス・⑂ປにẼ࡙きにくいഴྥに着

目したアセスメントとセルフモニタࣜングの支援、②スト

レス対処のス࢟ルྥ上のための支援の㸰点の考え方にᇶ࡙

いてトレーニングを実᪋している。 

 

４ ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽᨵⰋの⫼ᬒ   

ᖹᡂ�0ᖺᗘから௧࿴ඖᖺ６᭶ᮎ日までに�8カᡤのᆅ域セ

ンターを対象にࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニングに㛵す

るࣄアࣜングを⾜った。「⌧⾜のࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟ト

レーニングにおいて、ఱらかのᨵ良がᚲせかどうか㸽」の

㉁ၥに対して、「඲面的、または部分的なᨵ良がᚲせ」と

の回⟅が7�㸣ฟࢀࡉ、ࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニング

のᨵ良に対するニーࢬの㧗ࡉが❚えた（図㸰）。 

 

 
図２ ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽのᨵⰋのᚲせᛶ 

 

ලయ的なニーࢬとしては、「ᚰ㌟の཯ᛂࡸ⾜ື面のኚ化

を、⑂ປ・ストレスと結び付けて考えることが㞴しい฼用

者がከい」、「㌟యのຊのᢤき方➼がつかみにくく、ࣜࣛ

クࢮーࣙࢩンを⾜うことによるᚰ㌟のኚ化を感ࡌにくい。

そのため、ᙧࡔけを┿ఝるに␃まってしまう฼用者もいる。

その点をูな視点でᨵ良できるとよい」、「㌟య状態に目

をྥけるカ⦎がないと、͆型͇としてのࣜࣛグࢮーࣙࢩン

を⾜っても、結果としてࣜࣛックスには⮳っていないこと

がከい」、「ࣜࣛックスした状態を感ࡌること⮬యが㞴し

いため、認▱、Ẽ分、㌟యの状態が分からないとこࢁが障

害ࡔと思う」、「฼用者によって、ࣜࣛクࢮーࣙࢩン法に

対して合う、合わないがあるため、もっとከくのࣜࣛク

ࣟࣉン法があるとよい」、「実⾜Ѝ効果の検ドのࣙࢩーࢮ

セスをモニタࣜングできるような௙組みがあるとよい」、

「発達障害者の認▱ഴྥに着目したストレス対処方法があ

るとよい」➼、ᖜᗈい意見を཰㞟することができた。 

こࢀらのニー663:ࡸࢬでの実践結果を㋃まえ、ࣜࣛク

ンᢏ⬟トレーニングを、よりᖜᗈい状態ീの発達ࣙࢩーࢮ

障害者に有用なᢏ法として活用するためのᨵ良に取り組ࡴ

こととした。 

 

５ ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽᨵⰋの᪉ྥᛶ 

ᢕᥱしたニーࢬを整理し、㛵ಀする▱見の情報཰㞟を㋃

まえ、今後のィ⏬として、௨ୗのように考えている。 

(�) ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽのᐇ᪋≧ἣཬࡧ஦

౛のศᯒ 

こࢀまで:663において実᪋してきたࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ

⬟トレーニングの実践事例の㞟⣙と分ᯒを⾜い、ᨵ良ポイ

ントを整理する。 

(�) ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟࡟㛵ࡿࡍ᝟報の཰㞟ཬࡧศᯒ 

発達障害者のࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟に㛵するᅜ内እのඛ

進的な▱見の情報཰㞟を⾜う。 

(�) ࣜࣛクࢮーࣥࣙࢩᢏ⬟ࣞࢺーࢢࣥࢽのヨ⾜ࣔࢹルのヨ

సと᳨ド 

(2)の結果を㋃まえ、ࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニン

グで実᪋する᪂たなࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟のヨ⾜モデルを

作ᡂするとともに、ヨ⾜結果を㋃まえながら、その結果を

もとにಟṇཬびᨵ良を⾜う。 

(4) ⮬ศの≧ែのࣔࢢࣥࣜࢱࢽ᪉ἲの㛤Ⓨ 

ලయ的な対処方法を実⾜するためには⮬分の状態につい

てのモニタࣜングがᚲせとなるため、ࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ

⬟トレーニングのᇶ♏となる⮬分の状態をᢕᥱする指ᶆࡸ

ලయ的方法➼について㛤発を⾜う。 
(5) ᐇ㊶報࿌᭩のసᡂ 

᪂たなࣜࣛクࢮーࣙࢩンᢏ⬟トレーニングのᴫせ、実᪋

方法、実᪋結果、支援事例ཬび␃意事㡯を取りまとめ、実

践報࿌᭩を作ᡂする。 

  

６ ᭱ᚋ࡟ 

今後は᭦なる情報཰㞟およびࣟࣉグ࣒ࣛでの実践を✚み

㔜ࡡることで支援の内容を῝化ࡉせ、より効果的なトレー

ニングの実᪋についてᘬき⥆き検討を⾜う。 
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ᅾ⫋㞀ᐖ⪅のᑵປᨭ᥼ 
㹼「኱㜰ᗓ㞀࠸ࡀ⪅ጤクカ⦎㸦ᅾ⫋⪅カ⦎㸧」ࡽ࠿考ࡿ࠼⫋業‽ഛᛶと௻業の㞠用⟶⌮ 

 

 （ሜࣈクࣟスジࣙ ࣈ特定㠀Ⴀ฼活ື法人クࣟスジࣙ）ᕝ ཮ⴥ◁ۑ

 ℈田 ࿴⚽（特定㠀Ⴀ฼活ື法人クࣟスジࣙࣈ） 
 

㸯 ࡌࡣめ࡟ 

ཌປ┬の㞟ィ結果１)によるとࣟࣁー࣡ークを通ࡌた障害

者の就職௳ᩘは�7�81�௳で、対๓ᖺᗘẚ�.�㸣のቑとなっ

た。しかし、障害者職業センターの◊✲㸰)からは᪩ᮇ㞳職

者ࡸ‽᪩ᮇ㞳職者の๭合が㧗いことが分かり、就職時の

マッࢳングの㔜せ性がッえらࢀている。 

2018ᖺᗘからは定着支援事業が㛤ጞとなったが、今一ᗘ

確認しないといけないことは就ປ‽備性を㧗めた上で就職

の後ᢲしを⾜うことࡔ。  

ᱵỌ・஭ཱྀ３）は$6'者の就職、職場定着のためにはࣁー

ドス࢟ル（職務の㐙⾜）ࡔけでなくࣛイフス࢟ル（日常生

活の㐙⾜）ࢯࡸフトス࢟ル（職業生活の㐙⾜）のアセスメ

ントが୙ྍḞであると指᦬しており、こࢀを୎ᑀに実᪋ฟ

᮶るᶵ㛵が就ປ⛣⾜支援事業ᡤࡔと考える。 

ᮏ◊✲では「大㜰ᗓ障がい者ጤクカ⦎ ᅾ職者ࢥース

（通ᡤ型）」（௨ୗ「ᅾ職者カ⦎」という。）を฼用し、

就職後に⮬ᕫ整理を⾜った事例を通ࡌて、職業‽備性ࡸ就

ປ⛣⾜支援のあり方について検討する。また、ཷけධࢀഃ

の企業にồめる雇用⟶理についてもᥦゝしていく。 

 

２ ᪉ἲ 

(�) ᡭ⥆ࡁ 

ᅾ職者カ⦎とは、企業にᅾ⡠する障害ᡭᖒをᡤᣢする者

が、クࣟスジࣙࣈが取り組ࡴカ⦎に一定ᮇ間ཧ加するもの

で、面ㄯなどを通ࡌて認▱のࢬレへのẼ付きࡸ⮬ᕫ整理を

῝める取り組みである。 

カ⦎ᮇ間は�0時間を上㝈とし、通ᡤ時間のタ定はಶู対

ᛂがྍ⬟。ᮏ◊✲の事例では、就ປから３ࣨ᭶目のタイミ

ングでィ12日間（１日５時間）事業の฼用を⾜った。カ⦎

時間は、ẖ㐌᭶・ⅆ・ᮌ・㔠᭙日の㸷時�0分㹼15時�0分。

Ỉ᭙日は会社へのฟ໅日とした。 

(�) 対㇟⪅  

タダࢩ（௬ྡ）、�0௦⏨性。ඛኳ性ୗ⫥障害、ᙉ㏕性障

害。㌟య障害者ᡭᖒ１⣭をᡤᣢ。2018ᖺ11᭶に㹖社に障害

者雇用でධ社。面᥋時はୗ⫥障害のみを㛤示している。㹖

社では人事部で社会保㝤業務にᦠわるが、指示理解の㞴し

企業内、ࡌルが生ࣈዪ性ᚑ業ဨとの㛵わりなどでトࣛࡸࡉ

で「対ᛂの㞴しい人」という༳象になっていた。 

ϱ社で就職するまでにも」ᩘの企業で障害者就ປを⾜う

がいࢀࡎも᪩ᮇ㞳職。支援ᶵ㛵の௓ධはึめてである。カ

⦎にཧ加する中で、$6'のഴྥがあることをᢕᥱした。 

３ 結果 

表１にカ⦎㛤ጞ๓の企業評価、表㸰にカ⦎㛤ጞ後に対象

者にࣄアࣜングした内容、表３にカ⦎実᪋と効果、表４に

支援者から企業へ⾜ったアࣟࣉーࢳと効果を示す。 

  

表㸯 ௻業ホ౯㸦カ⦎㛤ጞ๓㸧 

① 指示した内容をᛀࢀており、ᩍえらࢀていないとゝう。ბ

をつく、㞃すഴྥがある。 

② ⮬分がとったメモの理解がฟ᮶ない。▱的障害をకってい

るのではないかと考えている。 

③ ዪ性ᚑ業ဨに対し、容ጼを指᦬する、௚のᚑ業ဨもいる๓

で㐃⤡ඛを⪺く。ᮏ人なりのࢥミュニࢣーࣙࢩンࡔと思う

が企業内では୙適切である。 

 

表２ 対㇟⪅࡬のࣄアࣜࣥࢢ㸦カ⦎㛤ጞᚋ㸧 

① 」ᩘ指示をฟࢀࡉると後༙部分の⪺き取りࡸメモ取りが間

に合わない。�0௦、中㏵᥇用の㌟で「分からない」とఏえ

ることに㌋㌉いがあった。メモが取ࢀなかった内容をᛀ

 。㈐に⧅がったྏ、ࢀ

② メモを取りたいが、作業をᩍえてもらう時は様々な内容を

ఏえらࢀるので、まとめる際に内容をᢳฟすることがฟ᮶

ない。指示がఱを指してのㄝ᫂ࡔったか整理ฟ᮶ない。 

③ 職場ࣛࣉࡸイ࣋ートをၥわࡎ、ฟ会った人とは௰良くな

り、人⬦をᗈࡆたいと考えている。 

 

表３ カ⦎ᐇ᪋と効果㸦カ⦎୰㸧 

① メモ取り⦎習 

メモに慣ࢀることからጞまり、┬␎したメモの᭩き方などを⦎

習。簡潔な内容、ࡺっくりしたཱྀㄪでヰすとメモが᭩きࡸすくな

ることにẼ付き、今後の㓄៖事㡯としてఏえることを確認した。

௚のカ⦎生が指示をཷけている様Ꮚを見て、␲ၥがあった時の㉁

ၥ方法をᏛࡪこともฟ᮶た。 

 ーク࣡ࣉーのグルーࢼジネスマࣅ ②

ࣈイ࢓スト４)を౑用し、␗性との付き合い方、アフターフ࢟ࢸ

の付き合い方をᏛ習。性ᕪのない㛵わりࡸ໅務እでも཭達の様な

㛵わりはしないことを確認する。ᬯ㯲のルールを見える化し、

ルール確認を⾜ったことで、今までの⾜ືが職場では୙適切で

あったことにẼ付くことがฟ᮶た。 

③ 面ㄯ 

12日間のカ⦎で５回実᪋。ᚓᡭ୙ᚓᡭの整理を中ᚰに⾜いなが

ら、୙Ᏻ感のྤきฟしの場にタ定する。会社から見たᮏ人ീと対

象者の考えをすり合わせも⾜うことで、௚者からの見え方を共有

し、「⮬分の考え㸻௚の人もᮃんでいること」ではないことを▱

ることがฟ᮶た。 
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表４ ௻業࡬のアࣉローࢳと効果㸦カ⦎୰ࠊカ⦎⤊஢ᚋ㸧 

① カ⦎の経過報࿌ 

 人事ᢸ当者ࡸ一⥴にാくᚑ業ဨに㞟まってもらいカ⦎の報࿌を

実᪋。㌟య障害とᙉ㏕性障害௨እに、$6'ഴྥがあることを共有

し、指示ฟしの際の㓄៖事㡯を確認した。また、対人面において

はᬯ㯲のルールが分かりにくいため、ලయ的にルールを᫂示して

 。たࢀしいことを共有し、理解をᚓら࡯

② わࡔかまり 

 $6'ഴྥがあること、㓄៖事㡯に㛵しては一定の理解をᚓらࢀ

たが、カ⦎ཧ加までに対象者が作った「⁁」をᇙめることは容᫆

ではなく、対人面のわࡔかまりは解ᾘࢀࡉなかった。また、カ⦎

⤊஢後に対象者が会社をḞ໅した際、「⸆の๪作用でయㄪがᝏ

い」と⏦࿌。そࢀが⹫ഇの内容であったため、社内での୙信感が

ቑし、状況がᝏ化。 

 このわࡔかまりがᑿをࡦくことになり、カ⦎⤊஢後から４ࣧ᭶

後に㞳職している。 

 

４ 考ᐹ 

(�) ᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦業ᡤとࢱイアࡓࡋࣉࢵ஦業のព⩏ 

'60-５から$6'のデ᩿ྡが᥇用ࢀࡉ、障害特性にはቃ⏺

⥺がなく㐃⥆యであるとの考え方がᗈまってきている。ᮏ

◊✲の対象者もデ᩿はཷけていないものの就ປ⥅⥆がᅔ㞴

になっていた⫼ᬒには$6'があることが分かった。この⮬

ᕫ認識に⮳るには一定ᮇ間、Ᏻᚰした⎔ቃ（カ⦎᪋タ）に

㌟をおき、⮬ᕫ評価と௚者評価をすり合わせるᚲせがあり、

そのᥦ౪場ᡤとして就ປ⛣⾜支援事業ᡤは役๭をᢸうこと

がฟ᮶たと考える。 

また、௚฼用者と一⥴にカ⦎を⾜うことで、⮬分と௚者

のẚ㍑から、㛗ᡤࡸ今後ᙉ化していくポイントをᢕᥱする

こともྍ⬟になる。意図的にᶓの⧅がり効果（฼用者ྠኈ

の┦஫作用）がᚓらࢀるࣟࣉグ࣒ࣛタ定を⾜うことで、㞟

ᅋ生活ࡸ通ᡤする⾜Ⅽを有意⩏にฟ᮶ると考えた。 

ᚑ᮶の就職活ືではࣁードス࢟ルを㔜視する考えが୺ὶ

であったが、対象者の課題はࢯフトス࢟ルが大きな๭合を

༨めており、ࢯフトス࢟ル、ࣛイフス࢟ルのアセスメント

なくして就ປ支援はᡂり立たない。この考えは支援者のも

のࡔけにするのではなく、企業の人事ᢸ当者に対しても共

有することがᚲせで、「作業がฟ᮶る㸻ാくことはฟ᮶る」

が、「作業がฟ᮶るӆാき⥆けることがฟ᮶る」ことをఏ

える役๭もᢸっていきたい。 

(�) 「኱㜰ᗓጤクࣔࢹル஦業 ᅾ⫋⪅ࢥーࢫ㸦㏻ᡤᆺ㸧ࡀ

担ࡓࡗᙺ๭と௒ᚋの課題 

雇用⥅⥆の㞴しࡉは障害者雇用に㝈ったヰではない。一

⯡の大Ꮫ༞業者でも就職から３ᖺ௨内に⣙３๭が㞳職して

おり５)、就職ありきの時௦の中、඲ての人が職業‽備を整

えて就職することは㞴しいのかもしࢀない。 

ᅾ職者カ⦎は就ປ⛣⾜支援事業とは㐪う᪂しいࣃッࢣー

ジとして、職業‽備性ࡸ企業の雇用⟶理にアࣟࣉーࢳฟ᮶

る取り組みになった。ᮏ◊✲における雇用⟶理のアࣟࣉー

、において（ィングࢸミー）としては、カ⦎の経過報࿌ࢳ

人事ᢸ当者ࡔけでなく、障害のある人と一⥴にാくᚑ業ဨ

をᕳき㎸み、ㄡもがാきࡸすい職場にするための意見஺᥮

を⾜ったことにある。企業で障害者雇用をᡂຌࡉせるため

には、職場඲యでാきࡸすいᅵተを作ることがᚲせで、そ

けのຊでᡂせるものではない。ᅾ職者カ⦎をࡔは⟶理職ࢀ

通ࡌては、⟶理職のࣜーダーࢩッࣉをᚓながら、職場඲య

でാきࡸすࡉを考えるᶵ会がᥦ౪できたものと考える。 

また、この取り組みの効果を㧗めるためには、就職から

᪩ᮇのẁ㝵での事業活用がᮃましく、一⯡の大༞者が会社

の᪂人◊ಟをཷける様な఩置付けになることを㢪っている。 

たࡔし、ᮏ◊✲は2018ᖺᗘに実᪋ࢀࡉたᅾ職者カ⦎のモ

デルࢣースであり、ᮏ᱁的な事業は201�ᖺᗘからの実᪋ࡉ

有効性を㧗める取り組みࡸ作り࣒ࢸスࢩている。事業のࢀ

については、ᘬき⥆き、実践の上、◊✲を⥆けることとす

る。 
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ಟᏛᅔ㞴Ꮫ⏕࡬のサ࣏ーࢺとᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦業ᡤとの連ᦠ 
㸫་⒪⣔኱Ꮫのࢽーࢆࢬ㋃ま࡚࠼㸫 

 

 （ンᏛ⛉ ㅮ師ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ ᒱ㜧保健大Ꮫ▷ᮇ大Ꮫ部）ⴥ ᨻᚨ✄ۑ
 

㸯 ࡌࡣめ࡟ 

㏆ᖺ、大Ꮫࡸᑓ㛛Ꮫᰯなどの㧗➼ᩍ⫱ᶵ㛵では㸿㹍ධヨ

指定ᰯ᥎⸀によるධᏛ者がቑ加ഴྥにあるが1)、ᮏᏛもࡸ

例にもࡎࢀẖᖺ㸵㹼㸶๭がそのධヨᙧ態によりධᏛしてく

る。ボーダーフࣜーな大Ꮫࡺえ、指定ࢀࡉる評定ᖹᆒ್も

పいうえに一⯡ධヨとは␗なり、⛉目ヨ験という͆ࡩる

い͇にもかけらࢀていないことからධᏛ当ึからಟᏛ上ࡉ

まࡊまなᅔ㞴ࡉがᏛ生ಶ人にᾋ上してくる。しかし、ᅔ㞴

とんどが͆未デ᩿͇であるうえに、ᮏ࡯をᢪえるᏛ生のࡉ

ᏛにはᏛ生支援センターもない。カ࢘ンセࣛーもᮏᖺᗘか

ら常໅ᩍဨがᢸ当しているが、฼用はᑡない。そのため、

୺にᩍဨがಟᏛにఱかしらのᅔ㞴をᢪえるᏛ生（௨ୗ「ಟ

Ꮫᅔ㞴Ꮫ生」という。）に対ᛂしてきたのが⌧状である。

ᩍဨも理Ꮫ⒪法ኈࡸ作業⒪法ኈなどのᑓ㛛職者ではあるが、

ಶ人にあった適切なサポートができているとはいえない。

ᑓᨷ内ではẖᖺクࣛスの１๭వりの退Ꮫ者をฟしているの

が⌧状である。 

障害の有↓に㛵ಀなく、201�ᖺᗘ㹼2018ᖺᗘにおける退

Ꮫ者は共通してᏛ習面と生活面とともにࡉまࡊまなᅔ㞴ࡉ

を有している。しかし、ᩍဨは当ヱᏛ生に対してᏛ習指ᑟ

はできても、生活指ᑟ面はᮏ人の特性に合わせた適切なサ

ポートができているとはいえないこと。Ꮫ内ᩍဨによるಟ

Ꮫᅔ㞴Ꮫ生へのサポートに㝈⏺を感ࡌていたとこࢁ、Ꮫ生

をྵめた25ṓまでのⱝ者を対象にした「࢟ࣕࣜア支援ࣟࣉ

グ࣒ࣛ（௨ୗ「࢟ࣕࣜࣟࣉ」という。）を実᪋している事

業ᡤがᒱ㜧ᕷ内にあることを▱り、᫖ᖺᗘからᮏᏛと㐃ᦠ

を取らせていたࡔくことに⮳った。今回は、ಟᏛᅔ㞴Ꮫ生

へのサポートの⌧ᅾと今後のᒎᮃもྵめて実践報࿌をする。 

 

２ ་⒪⣔Ꮫ㒊࣭Ꮫ⛉ࡿࡅ࠾࡟Ꮫ⏕ᨭ᥼のࢽーࢬとࡣ 

㰻⸨ら2)が職業未Ỵ定ᑻᗘを用いて大Ꮫ生とᑓ㛛Ꮫᰯ生

をẚ㍑したㄪᰝでは、ୗ఩ᑻᗘのうࡕ「未⇍」、「ᶍ⣴」、

「Ᏻ直」において大Ꮫ生⩌はᑓ㛛Ꮫᰯ生⩌よりも㧗く、

「Ỵ定」はᑓ㛛Ꮫᰯ１ᖺ生⩌が大Ꮫ１㹼３ᖺ生⩌よりも㧗

かった。こࢀは、ᑗ᮶の職業をỴ定したうえでධᏛしてい

るᑓ㛛Ꮫᰯ生とそうではない大Ꮫ生（Ꮫ部୙᫂）との㐪い

を表している。また、་⒪⣔ᑓ㛛職者（ᅜᐙ資᱁）を㣴ᡂ

するᏛ部ࡸᏛ⛉も職業Ỵ定後にධᏛするという意࿡ではᑓ

㛛Ꮫᰯと共通しているといえる。なお་⒪⣔Ꮫ部・Ꮫ⛉の

ಟᏛにおける特ᚩは、ᅜᐙヨ験をᚲせとする職業を目指す

に当たり、᪩ᮇに⥥ᐦなᅜᐙヨ験対策がᚲせとなることで

ある。しかしᏛ生にとってࡉらに㨣㛛といえるのが、Ꮫእ

⮫床実習がカࣜ࢟ュ࣒ࣛにおいてከくの๭合を༨めている

点である。ᮏᏛ理Ꮫ⒪法Ꮫᑓᨷを例にとると、１ᖺḟの見

Ꮫ実習が１㐌間、㸰ᖺḟの評価実習が４㐌間、３ᖺḟの総

合実習が㸶㐌間を㸰᪋タの1�㐌間のィ21㐌であり、ಟ業ᖺ

㝈３ᖺ間のおよそ15㸣に┦当する。 

ゅ田ら�)が理Ꮫ⒪法Ꮫ生に対して実᪋したㄪᰝでは、実

習課題種ูによるストレス཯ᛂのᕪは認めらࡎࢀ、実習中

にཷけるストレス཯ᛂについてはᏛ生ಶ人の特性によるも

のが大きいと᥎ᐹしている。┳ㆤ師ࡸ理Ꮫ⒪法ኈなどの３

ᖺไ㣴ᡂᰯは法ไᗘにおいて᭱ᑠ㝈のಟ஢ᖺ㝈である。４

ᖺไ㣴ᡂᰯとẚ㍑して時間的なవ⿱はなく、Ꮫ生⮬㌟にಟ

Ꮫᅔ㞴をᘬき起こすఱかしらの特性がある場合は、⛉目ᒚ

ಟࡸ⮫床実習においてつまࡎくྍ⬟性は㧗い。 

௨上から、་⒪⣔Ꮫ部ࡸᏛ⛉におけるᏛ生支援のニーࢬ

は、就職活ື௨上にストレスフルな⮫床実習対策が１ᖺ生

の᪩ᮇからᚲせであることがいえる。 

 

３ ᮏᏛᏛ⏕ᨭ᥼の課題とᑵປ⛣⾜ᨭ᥼஦業ᡤとの連ᦠ 

ᮏᏛ理Ꮫ⒪法Ꮫᑓᨷにおける201�ᖺᗘから2018ᖺᗘのド

ࣟッࣉア࢘ト者のうࡕ、ཷ験したධヨ区分では指定ᰯ᥎⸀

が��㸣、㸿㹍ධヨが27㸣、一⯡ධヨが1�㸣、一⯡᥎⸀が

㸵㸣、社会人ධヨが４㸣、特ูධヨが４㸣であった。退Ꮫ

理⏤ูでは、「一㌟上の㒔合」が��㸣、「Ꮫ業୙振」が

2�㸣、「進㊰ኚ᭦」が2�㸣とከく、その࡯か「経῭的㒔

合」10㸣、「進㊰ኚ᭦」㸰㸣と⥆いた。௨上から、指定ᰯ

᥎⸀と㸿㹍ධヨによるධᏛ者がィ70㸣を༨めており、ධヨ

において͆ࡩるい͇にかけらࢀていない部分（ᇶ♏Ꮫຊࡸ

Ꮫ習習慣など)がドࣟッࣉア࢘トに直᥋つながっているの

ではないかと考えらࢀる。また、退Ꮫ理⏤もࡉまࡊまでは

あるが、ከくは༢఩が取ࢀなかったことがᘬき㔠となった

のが実情である。しかし、退Ꮫ者は共通してᥦฟ≀作ᡂ・

ᥦฟのၥ題ࡸ⮫床実習でⱞᡓをᙉいらࢀるなど、༢なる

「Ꮫຊ୙㊊」では∦࡙けることができない࡯ど⫼ᬒにㅖၥ

題があることを面ㄯにより確認している。๓㏙のとおり、

ᮏᏛのᏛ生支援はᩍဨ（ᢸ௵とࢮミᩍဨ）が୺として⾜っ

てはいるが、当ヱᏛ生がಶ々にᢪえるၥ題点をカバーしき

ていないことを退Ꮫ者がฟるたびに཯┬してきた。そこࢀ

でὀ目したのは、就ປ⛣⾜支援事業ᡤを㐠Ⴀしているᕷ内

の一⯡社ᅋ法人6.6.（௨ୗ「一社6.6.」という。）が実᪋

している࢟ࣕࣜࣟࣉの中のジࣙࢮࣈミ（ാくためのᇶ♏ຊ
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を㌟につけるࣟࣉグ࣒ࣛ）の内容である。ࣅジネスマࢼー、

ンス࢟ルࢥࢯࣃ、ࣉッࢩン、インターンࣙࢩーࢣミュニࢥ

など、ᮏᏛのᏛ生が１ᖺ生ࡸ㸰ᖺ生のうࡕにᏛࡪことで⮫

床実習対策につながること、また社会人になるためにᚲせ

な意識のᙉ化ࡸ就ປ⛣⾜支援事業ᡤとの㐃ᦠによる┦஌効

果をᮇᚅして、᫖ᖺᗘ（2018ᖺᗘ）からಟᏛ上ᅔ㞴がある

Ꮫ生を対象にཷㅮを່めた。ึᖺᗘは面᥋のみが㸰ྡ、ཷ

ㅮが１ྡであった。しかし、いࢀࡎもドࣟッࣉア࢘ト対策

には⮳らなかった。 

 

４ ஦業ᡤとの連ᦠのᐇ㝿と௒ᚋのᒎᮃ 

᫖ᖺᗘᮎに一社6.6.より、ᮏᖺᗘから大ᏛをゼၥしてᏛ

生に対して࣡ークࣙࢩッࣉを⾜う「࢟ࣕࣜࣟࣉ in 

college」を㛤ጞすることを▱った。Ꮫ生への「࢟ࣕࣜࣉ

ࣟ」周▱６᭶21日に一社6.6.スタッフに᮶Ꮫしていたࡔき、

ᮏᏛࣜࢸࣜࣅࣁーࣙࢩンᏛ⛉１ᖺ生を対象にࢥミュニࢣー

 。いたࡔを㛤ദしていたࣉッࣙࢩンについての࣡ークࣙࢩ

Ꮫ生へのཷㅮ後アンࢣートのうࡕ、まࡎ今回のㅮ⩏内容の

‶㊊ᗘについては、「今後とても役に立つ内容でありክ中

になってཷㅮした（�8㸣）」と「今後役に立つ内容ࡔと思

う（5�㸣）」とで�7㸣と良好であった。ḟに「今回のࢥ

ミュニࢣーࣙࢩン࣡ークࣙࢩッࣉは今後もᚲせࡔと思う

か」のၥいに、「とてもᚲせ。ᶵ会があࡤࢀまたཷࡦࡐけ

たい（15㸣）」と「ᚲせ。ᶵ会があཷࡤࢀけたい

（51㸣）」と��㸣が回⟅した。一方で、「ᚲせかどうかは

わからない」が21㸣、「あまりᚲせ性を感ࡌない」と「ᚲ

せ性を感ࡌない」で1�㸣が回⟅した。௨上からㅮ⩏内容に

は‶㊊したものの、ࢥミュニࢣーࣙࢩン࣡ークࣙࢩッࣉが

⮬分にとってᚲせなものかどうかはᤊえ方にಶ人ᕪが見ら

ࣈミのཷㅮᕼᮃをၥうと、「ジࣙࢮࣈらに、ジࣙࡉ。たࢀ

ミをཷㅮしたいと考えている。後日ㄝ᫂をཷけたいࢮ

（５㸣）」と「ジࣙࢮࣈミのㄝ᫂は⫈きたい（21㸣）」と

で2�㸣が⯆࿡あると回⟅した。一方で、「アルバイトࡸᡤ

用でཷㅮは考えらࢀない」が51㸣、「ཷㅮするᚲせ性は考

えらࢀない」が㸷㸣ࡔった。その後、㸰ྡがジࣙࣟࣉࣈを

ཷㅮᕼᮃした。᫖ᖺᗘのᩍカから、ᩍဨがึ回面ㄯに立ࡕ

会うことにより、Ꮫ生のニーࡸࢬ支援内容のᢕᥱができ、

Ꮫ生と事業ᡤとのᶫΏし役、事業ᡤと大Ꮫとの㐃ᦠが෇⁥

になった。また、当ヱᏛ生との㊥㞳も▷くなり、ᢸ௵ࢮࡸ

ミᢸ当ᩍဨとの㐃ᦠもᐦᗘがቑした。今後はᏛ内でのᏛ生

支援の඘実を図りつつ、就ປ⛣⾜支援事業ᡤとの㐃ᦠを㍈

にᏛ生支援センターの♏を⠏いていく。 

 

 

 

 

【参考文献】 

1)文部⛉Ꮫ┬：ᖹᡂ�0ᖺᗘᅜබ⚾立大Ꮫ・▷ᮇ大ᏛධᏛ者㑅ᢤ実

᪋状況のᴫせ㸪http���ZZZ.me[t.go.jp�EBmenX�hoXdoX��1� 

0��1�1��52.htm㸪(㜀ぴ日201�ᖺ7᭶18日) 

2)㰻⸨⏤ኟ࡯か：大Ꮫ生を対象とした職業未Ỵ定のẚ㍑㸪日ᮏᚰ

理Ꮫ会➨7�回大会発表ㄽ文㞟㸪12��㸪200� 

�)ゅ田᫭ၨ࡯か：⮫床総合実習において理Ꮫ⒪法Ꮫ生に生ࡌるス

トレス཯ᛂの⥅時ኚ化㸪➨51回日ᮏ理Ꮫ⒪法Ꮫ⾡大会ᢒ㘓㞟㸪

理Ꮫ⒪法Ꮫ㸪��㸪201� 
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ア࣌ࢫル࢞ー⑕ೃ⩌࡟≉化ࡓࡋᑵປᨭ᥼ࣉロ࣒ࣛࢢ 
㸫኱Ꮫ࡟ᅾ⡠ࡿࡍア࣌ࢫル࢞ー⑕ೃ⩌⪅のᨭ᥼㸫 

 
 ᱵỌ 㞝஧（᪩✄田大Ꮫ ᩍ⫱・総合⛉ᏛᏛ⾡㝔 ᩍᤵ）ۑ

⧘ᒸ 好ᬕ（大ጔዪᏊ大Ꮫ共生社会文化◊✲ᡤ） 

 

㸯 ࡌࡣめ࡟ 

ᖹᡂ17ᖺᗘに᪋⾜ࢀࡉた発達障害者支援法௨㝆、発達障

害者の就ປ支援において様々なไᗘの඘実が図らࢀてきて

いる。ලయ的には、障害者雇用⋡ไᗘ（ᖹᡂ�0ᖺ４᭶１日

から2.2㸣）にᇶ࡙き、ᚑ業ဨ��.5人௨上の企業は障害者

を雇用しなけࡤࢀならなくなったが、⢭神障害者保健⚟♴

ᡭᖒを取ᚓした発達障害者も雇用⋡の対象となった。 

また、発達障害➼のせ因により、ࢥミュニࢣーࣙࢩン⬟

ຊにᅔ㞴をᢪえる者に対してࣟࣁー࣡ークに「就職支援ࢼ

ミュࢥーター」を㓄置し、総合的な支援を⾜う「ⱝᖺࢤࣅ

ニࢣーࣙࢩンせ支援者就職ࣟࣉグ࣒ࣛ」ⱝ者事業を実᪋ࡉ

るようになり、ᆅ域障害者職業センターでは、発達障害ࢀ

者の社会生活ᢏ⬟、作業㐙⾜⬟ຊ➼のྥ上を目的とした

「発達障害者就ປ支援カࣜ࢟ュ࣒ࣛ」をྵࡴ職業‽備支援

ồ職活ື支援、㛵ಀᶵ㛵との就ປ支援ネット࣡ークのᵓࡸ

⠏にྥけた取組などがయ⣔的に実᪋ࢀࡉるようになってき

た。 

しかしながら、発達障害者の特性にᛂࡌた支援が༑分に

ᶵ⬟しているとはいえࡎ、就職してもすࡄに㞳職となって

いる発達障害者もከいことが⊂立⾜ᨻ法人㧗㱋・障害・ồ

職者雇用支援ᶵᵓ1)➼で報࿌ࢀࡉている。 

 

２ ┠ⓗ 

(�) Ⓨ㐩㞀ᐖの୰ᚰࡣア࣌ࢫル࢞ー⑕ೃ⩌➼の$6' 

発達障害者を雇用した企業がᢪえる就ປ上の課題につい

てᱵỌ5)は表のようにまとめている。 

 

表 Ⓨ㐩㞀ᐖ⪅ࢆ㞠用ࡓࡌ⏕࡚ࡋၥ題 

上司ྠࡸ൉がゝったことが理解できない 

┦ᡭにうまくఏえることができない 

好ましくないゝㄒ表⌧を表し、┦ᡭを୙ᛌな思いにࡉせて

しまう 

᭕᫕なゝືは理解できない 

┦ᡭのẼᣢࡕを↓視して⮬分の好きなことࡔけをし࡭ࡷり

⥆ける 

⮬分຾ᡭな⾜ືをしてしまって、周りから᎘がらࢀる 

感情的になりࡸすく、かんしࡷくを起こす 

場の✵Ẽがㄞめない人たࡕがከいため、人間㛵ಀに支障を

᮶してしまう 

 

表から、ᅽಽ的にアス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌者がᢪえるၥ題が

ከいことがわかる。 

 その理⏤として、アス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌者は面᥋でうまく

対ᛂできない、就職したとしても対人㛵ಀでつまࡎき、定

着できࡎに㞳職を繰り返すといったၥ題がከいからである。 

(�) 課題ࣁࡣード࢟ࢫルࢯࡾࡼフ࢟ࢫࢺル 

すくᩘࡸる⬟ຊ、あるいはたࢀードス࢟ルとはᩍえらࣁ

㔞化できる⬟ຊのことをいう。例えࣁ、ࡤードス࢟ルはᮏ

でຮᙉしたり、ᏛᰯでᏛࡪことができ、職場での作業をᏛ

習するようなス࢟ルである。ලయ例としては、እᅜㄒのᏛ

習、ᏛṔࡸ資᱁の取ᚓ、࣡ーࣟࣉのタイࣆングのスࣆード、

ᶵᲔ᧯作、ࢥンࣆューターのࣟࣉグࣛミングなどの「職業

⬟ຊ」のことである。 

一方、ࢯフトス࢟ルとは、ᩘ㔞化するのはᅔ㞴なス࢟ル

であり、一⯡に「3eople 6kills」として▱らࢀている。

ලయ的には、㐜刻をせࡎに職場に⾜く、㌟ࡔしなみを整え

る、職場のルールࡸマࢼーをᏲࢀる、適切に᫨ఇみのవᬤ

を過ࡈせる、㔠㖹⟶理ができる、適切な対人㛵ಀができる

などの「職業生活㐙⾜⬟ຊ」になる。 

アス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌者の中にはࢥンࣆューター᧯作➼の

ードス࢟ルのഃ面では㧗い⬟ຊをᡤᣢしていても、対人ࣁ

㛵ಀࢥࡸミュニࢣーࣙࢩン、日常生活ス࢟ルなどのࢯフト

ス࢟ルのഃ面で社会に適ᛂできないことがከい。 

その結果、+endrics�)によると、⡿ᅜでは50㸣㹼75㸣の

アス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌者は失業中であり、஧ḟ障害としてう

つࡸ୙Ᏻ、そううつなどの⢭神⑌ᝈを㔜」することになり、

⢭神的㌟య的ၥ題が就ປを㜼害しているせ因であると報࿌

 。ているࢀࡉ

(�) ᚑ᮶の⫋業ࣜࢸࣜࣅࣁーࣥࣙࢩの㝈⏺ 

0Xller� 6hXler� %Xrton 	 <ates�)によると、アス࣌ル

࢞ー⑕ೃ⩌者の就ປ上のၥ題の一つとして、アス࣌ル࢞ー

⑕ೃ⩌者に特化した就ປ支援のࣟࣉグ࣒ࣛが㛤発ࢀࡉてい

ないことが指᦬ࢀࡉている。 

アス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌者はࢥミュニࢣーࣙࢩン、対人㛵ಀ

にᅔ㞴をᢪえているため、職場のྠ൉・上司からㄗ解ࢀࡉ

ることもከく、障害特性の理解をᚓることが㞴しい。その

ため、ᚑ᮶型の面᥋ࡸ職業┦ㄯでは、一方的にヰし⥆けた

り、ゝㄒࢥミュニࢣーࣙࢩンのみでは上ᡭくかみ合わない

ことが生ࡌるྍ⬟性がある。 

職業アセスメントにおいても、支援ᶵ㛵内での職業⬟ຊ

－36－



評価ࡸ職業適性検ᰝࡔけでは、実際の職場で生ࡌる対人㛵

ಀࡸ視ぬࡸ⫈ぬ➼の感ぬ่⃭のᙳ㡪因などをᢕᥱすること

ができない。 

ングでは、ᮏ人のࢳらに職業⤂௓における適職マッࡉ

ニーࢬが᫂確でないこともあり、就職してから「⮬分の

ニーࢬとは㐪っていた」と㞳職へつながる者もከい。 

よって、ᮏ◊✲では⡿ᅜࣀースカࣟࣛイࢼ大Ꮫ་Ꮫ部⢭

神⛉にᒓする7($&&+ $Xtism 3rogramで㛤発ࢀࡉた通常の

大Ꮫ（㧗ᰯ）にᅾ⡠するアス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌者の就ປ支援

グࣛࣟࣉ 7࣒-67(3における支援を⤂௓することを目的とす

る。 

 

３  ᪉ἲ 

(�) 7�67(3のᴫせ⤂௓ 

7-67(3というのはどのようなࣟࣉグ࣒ࣛで、ᡃがᅜの大

Ꮫࡸ㧗ᰯで実᪋できるかについて⤂௓する。 

(�) 7�67(3のᡂ果とᛂ用  

 ⡿ᅜで実᪋ࢀࡉた7-67(3のᡂ果をᡃがᅜにどのようにᛂ

用す࡭きかを検討する。 

 

４ 結果 

(�) 7�67(3のᴫせ 

通常の大Ꮫࡸ㧗ᰯ༞業までの᭱⤊㸰Ꮫᖺのアス࣌ル࢞ー

⑕ೃ⩌Ꮫ生（生ᚐ）に対する就ປのための௓ධࣟࣉグࣛ  ࣒

 ᮇ間は12㐌間にわたる2�回のセッࣙࢩンをグルーࣉㅮ⩏

からጞめ、インターンࢩッࣉなどを経験することにより、

通常の大Ꮫࡸ㧗ᰯから就ປへの⛣⾜をಁ進するࣟࣉグ࣒ࣛ

である。 

୺な支援内容は実⾜ᶵ⬟の指ᑟ（整理⤫合、時間の⟶

理）、社会ࢥミュニࢣーࣙࢩン�௚者の視点の理解、職業

上のࢯーࣕࢩルス࢟ルの指ᑟ、支援をồめる方法の指ᑟ、

感情のࢥントࣟール、大Ꮫ、職場、ᐙᗞでのࢥーࣆングス

࢟ルの指ᑟ、ᰂ㌾性の指ᑟとなっている。 

(�) 7�67(3のᡂ果 

アス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌Ꮫ生は,7ᶵ器➼の౑用にたけており、

またゝⴥよりも視ぬ支援が有効であることから、スマート

フォンのアࢣࣜࣉーࣙࢩンであるࣛࣉンࢼー�カレンダー

を౑うことによって、実⾜ᶵ⬟を補えるようにな࣒ࢸスࢩ

り、⮬分で目ぬまし時ィを౑って起きることができるよう

になった。 

また、Ὑ℆はࢥインࣛンドࣜーを౑用することによりὙ

℆ᶵと஝⇱ᶵを౑うᢏ⾡をマスターすることができるよう

になった。 

 

５ 考ᐹ 

アス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌のᏛ生はᣵᣜࡸ援助せㄳなどのࢯフ

トス࢟ルの⋓ᚓにᅔ㞴を示すことがከく、大Ꮫ内で667な

どを指ᑟしてもス࢟ルが⯡化できないといわࢀている。 

また、このようなࢯフトス࢟ルを指ᑟする時間もᑡなく、

とんどの大Ꮫ（㧗ᰯ）においては職業カ⦎（࢟ࣕࣜアᩍ࡯

⫱）には᭱పのᶵ会しか୚えらࢀていなかった。 

よって、大Ꮫ༞業後に就職してからではなく、大ᏛᅾᏛ

中にインターンࢩッࣉなどの実際の⌧場においてᵓ㐀化ࡉ

とࡔグ࣒ࣛをయ験することはとても有効ࣟࣉた就ປ支援ࢀ

考える。 

とりわけ、特定の就職ඛに結びつくス࢟ルの指ᑟを⾜う

ことによって、大Ꮫおよび㧗ᰯからス࣒ーࢬな就ປへの⛣

⾜がྍ⬟となる。 

 

６  まとめ 

日ᮏᏛ生支援ᶵᵓ2)によると、定型発達の大Ꮫ生の就職

⋡は�5㸣を㉸えているが、障害のあるᏛ生の就職⋡は⣙

50㸣、その中でも発達障害のある大Ꮫ生の就職⋡は�0㸣と

ᴟめてపく、ࡉらに就職しても㞳職者がከいと報࿌ࢀࡉて

いる。 

その理⏤として、実⾜ᶵ⬟がᙅく見通しがᣢ࡙ࡕらいア

ス࣌ル࢞ー⑕ೃ⩌Ꮫ生にとって、今までయ験したことのな

い௙事は、ᛴ⃭なኚ化をཷけධࢀなけࡤࢀならࡎ୙Ᏻが㧗

まること。 

また、大Ꮫまではそ࡯ࢀどᚲせとࢀࡉていなかった職場

でのマࢼーࡸ対人㛵ಀス࢟ルにᅔ㞴を示すことなどがᣲࡆ

らࢀる。 

そのため、社会人となる上でᚲせとなるス࢟ルを大Ꮫ時

௦に㌟に着けておくことは大Ꮫから就ປへの⛣⾜に有効な

ᡭ立てとなる。 

 

【参考文献】 

1)⊂立⾜ᨻ法人㧗㱋・障害・ồ職者雇用支援ᶵ  ɔ障害者職業総

合センター◊✲部㛛：ㄪᰝ◊✲報࿌᭩�1o.125 発達障害者の職

業生活への‶㊊ᗘと職場の実態に㛵するㄪᰝ◊✲(2015) 

2)⊂立⾜ᨻ法人日ᮏᏛ生支援ᶵᵓ：大Ꮫ�▷ᮇ大Ꮫཬび㧗➼ᑓ㛛

Ꮫᰯにおける障害のあるᏛ生のಟᏛ支援に㛵する実態ㄪᰝ結果

報࿌᭩(201�) 

�)+endrics�'.� (mplo\ment and adXlts Zith aXtism spectrXm 

disorders� &hallenges and strategies for sXccess. 

-oXrnal of Vocational 5ehaEilitation��2�p.125̽1��(2010) 

�)0Xller�(.�6hXler�$.�%Xrton�%.$.<ates�*.%.�0eeting the 

Yocational sXpport needs of indiYidXals Zith $sperger 

6\ndrome and other aXtism spectrXm disaEilities.�-oXrnal 

of Vocational 5ehaEilitation�18�p.1��-175(200�) 

5)ᱵỌ㞝஧：「発達障害者の雇用支援ࣀート」�㔠๛ฟ∧(2012) 

 

【連絡先】 

ᱵỌ㞝஧ ᪩✄田大Ꮫ ᩍ⫱㺃総合⛉ᏛᏛ⾡㝔 
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「三種の神器」ࢆ活用ࡓࡋ୙ὀព対策のᐇ㊶と効果࡚࠸ࡘ࡟ 

 

䕿⏣୰ ಙ୍㑻䠄㻺㻱C䝣䜱ー䝹デ䜱䞁䜾ᰴᘧ会社 ே஦部  

䜻䝱リ䜰開Ⓨ䜰ド䝞䜲䝄㻛௻業ᅾ⡠型⫋ሙ㐺応᥼助⪅㻛ᅜᐙ㈨᱁䜻䝱リ䜰䝁䞁サ䝹タ䞁ト䠅 

䕿ᑠᯘ ⨾⣪Ꮚ䠄㻺㻱C䝣䜱ー䝹デ䜱䞁䜾ᰴᘧ会社 ே஦部䠅 
 

㸯  ࡌࡣめ࡟ 

 㻺㻱Cフィールディング株式会社は、㻺㻱Cのグルーࣉ企業

で、㻵C㼀㛵㐃ᶵ器の保Ᏺサーࣅスをࢥア事業として、様々

なࣜࢯューࣙࢩンサーࣅスをᥦ౪している企業である。㢳

ᐈ‶㊊ᗘ（C㻿）ྥ上を事業㐠Ⴀのᇶᮏとしており、サー

スရ㉁の⥔ᣢはもとより、常にそのྥ上を㏣ồする事業ࣅ

ᡓ␎のඖ、ᅜ内を中ᚰに�81ࣨᡤ（201�ᖺ３᭶⌧ᅾ）の

サーࣅスᣐ点をᒎ㛤している。そのため、障害者雇用にお

いては、ᣐ点分ᩓ型の就業⟶理ࡸ、サーࣅスᥦ౪のための

ከ様な職務内容と、障害をᣢつ方ᅛ有の特性との整合性を

༑分㓄៖した᥇用・定着支援に取り組んでいるとこࢁであ

る。 

 

２ 㞀ᐖ≉ᛶ㸦௨ୗ「≉ᛶ」とࠋ࠺࠸㸧ูẚ⋡ 

特性ูの内ヂは図１の通り。特性ูのẚ⋡は、㌟య�2�

（య⫥��㸣、⫈ぬ�2㸣、内部22㸣、視ぬ４㸣）、⢭神㸶㸣

である。なお、職種ูの内ヂは、定型業務୺యの事務職が

⣙��㸣、企⏬・ィ⏬⣔職種が⣙5�㸣、その௚が⣙㸵㸣と

なっている。 

図㸯 㞀ᐖ≉ᛶูẚ⋡㸦����ᖺ�᭶ᮎ⌧ᅾ㸧 

 

ᑟධ「㸧ᨭ᥼ࠋ࠺࠸㸦௨ୗ「JC」とࢳーࢥࣈࣙࢪ」 ３

の⤒⦋ 

 障害者雇用ಁ進法ᨵṇ（2018ᖺ４᭶）にకう法定雇用⋡

のᘬ上ࡆ、「ാき方ᨵ㠉」の᥎進など、㏆ᖺの障害者雇用

を取りᕳく⎔ቃኚ化を㋃まえ、⢭神障害者の雇用拡大への

取り組みをᙉ化している。⢭神障害をᣢつ方の雇用におい

ては、特性に㓄៖した業務アサインに加え、対象者⮬㌟が

⮬㌟の特性に起因するミス・失念を予㜵するᡭ立てを㌟に

着けることが効果的である。そのため、⢭神障害者の雇用

の際には、適ᐅ「JC支援」によるサポートを実᪋するこ

ととした。 

４ JCᨭ᥼஦౛ 

ᮏ事例は、トࣛイアル雇用（2018ᖺ10᭶から６カ᭶間の

フルタイ࣒໅務）の適用とేせてJC支援（࣌ア支援対

象）を実᪋し、その結果を㋃まえてṇ社ဨⓏ用に⮳った事

例である。 

(�) ᨭ᥼対㇟⪅の≉ᛶ 

支援対象者の୺な特性は表１の通りである。支援対象者

が฼用してきた就ປ⛣⾜支援サーࣅスからの情報ධᡭ、ア

セスメント1)の結果を㋃まえ、業務㐙⾜にཬࡰすᙳ㡪の大

きい特性を整理・確認し、JC支援の取り組みを進めるこ

ととした。 

表㸯 主な≉ᛶと業務࡬のᙳ㡪 

≉ᛶ༊分 業務䜈のᙳ㡪 

୙ὀព ྠ䛨స業を⧞り返す。䝏䜵䝑䜽₃䜜等 

ኻ ᛕ స業㏵୰でᨺ⨨。⨨きᛀ䜜等 

その他 ⮫ᶵ応ኚの対応、୪行స業䛜ᅔ㞴等 

 

(�) ᨭ᥼యไ 

職場上司、企業ᅾ⡠型職場適ᛂ援助者（௨ୗ「企業内

JC」という。）、⏘業་および保健師、就ປ⛣⾜支援

サーࣅス事業者、およびゼၥ型職場適ᛂ援助者（௨ୗ「ゼ

ၥJC」という。）の㐃ᦠを確認し、JC支援యไを᫂確に

した（図㸰）。 

図２ JCᨭ᥼యไ 

 

(�) 主な担当業務と課題 

トࣛイアル雇用ᮇ間中の୺なᢸ当業務は表㸰の通りであ

る。ಶ々のᢸ当業務に㛵するヲ⣽は┬␎するが、どの業務

においても、「ミスを予㜵しつつ、定めらࢀた業務をᮇ日

内に᏶஢し、そのࣟࣉセスを⥅⥆できること」が、職場適

ᛂを評価する上で㔜せな指ᶆとなる。そこで、業務㐙⾜状

況・໅務状況・生活࣒ࣜࢬ・యㄪに㛵する情報を支援対象
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者・上司・JC間で共有し、課題への対策を習慣化する取

り組みを進めた。 

表２ 主な担当業務 

項 目 主な業務内容 

ＩＴ関連 
部内ＩＴ環境整備補助、定型データ加工、ＴＶ

会議開催サポート等 

補助業務 年末調整関係、住民税関係等 

その他 社員証の備品要求対応等 

 

(4) 課題対策の習慣化 

上司のマネジメントとJC支援を通して、課題への取り

組み状況と結果を共有し、より効果的な対処方法の検討と

実践を繰り返した（図３）。 

 

図３ 課題対策の習慣化フロー 

 

(5) 「三種の神器」活用と結果 

「カレンダー」「スマートフォン」「メモ」など様々な

補助ツールの活用と評価・見直しを繰り返した結果、「三

種の神器」（表３）と称するツールセットが、特性に起因

するミス・失念の軽減に効果を発揮している。 

表３ 「三種の神器」 

品名 主な使用方法 

付箋 指示・予定などを都度記録する。 

卓上ボード 
時間軸で領域を分けて付箋を貼り付け、常に

視認できる状態とする。 

日報 
業務・生活リズム・健康面などの日々の振り返り

と、予定の棚卸を行う。 

 

ア 「付箋」の活用 

指示・依頼により予定が確定した際には、その場で「予

定日」「作業内容」を簡潔に記載する（図４）。 

図４ 「付箋」活用の様子 

 

イ 「卓上ボード」の活用 

板面を図５の通り、「当日のAM（①）、PM（②）」と

「日付未定（③）」の３つの領域に区分し、付箋（予定記

載）を張り付け、常に視認できる状態に置く。 

 

図５ 「卓上ボード」活用の様子 

 

ウ 日報 

「当日の業務」「課題の確認」「健康状態、起床・就寝

時刻」「感想」など、定型文にまとめて振り返り、予定・

実績を棚卸し、上司・企業内JC・保健師と共有する。 

エ 効果 

退社時に、１日を振り返りながら日報をまとめ、ボード

の付箋を確認・整理して翌日に備える（図６）のサイクル

を回すことが、日々の意識付けと予定確認に効果的である。

加えて、職場メンバーも支援対象者の予定を目視確認でき

るため、周囲からのサポート面でも役立っている。 

 
図６ 「三種の神器」活用サイクル 

５ まとめ 

この事例においては、「三種の神器」「支援対象者の意

思と意欲」「上司・職場の理解・適切な支援」「JC支

援」の組み合わせがこの良好な結果に結びついたと考えて

いる。今後においてもこの経験を生かし、障害者の雇用拡

大・定着支援に資するよう取り組んでいきたい。 
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